
のキリスト教週間のご案内 

 

 

 
          
      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

     

 
 神を仰ぎ 人に仕う 

2025年度年間聖句 

あなたの重荷を主にゆだねよ 主はあなたを支えてくださる。 
（詩編 55編 23節） 
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毎週日曜日 10時 30分から日本キリスト教団聖学院教会の礼拝が行われています。 

毎週木曜日 18時 40分から緑聖ホールＣ室にて祈祷会を行っています。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

 

No.3 2025年 5月 23日（金） 全学礼拝期間について  

2025年度春学期の全学礼拝は、下記の日程でチャペルにて行っています。 

毎週火曜日から金曜日、14時40分から15時10分です。どなたでも自由にご参加ください。    

春学期／4月 15日（火）～7月 25日（金） 

※詳しい情報はキリスト教センターホームページをご確認ください。 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず  

悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

耕されるための学び 

 

太宰治『正義と微笑』の中に、ある教師のこのような言葉が記されています。 

 

お互いに、これから、うんと勉強しよう。勉強というものは、いいものだ。代数

や幾何の勉強が、学校を卒業してしまえば、もう何の役にも立たないものだと思

っている人もあるようだが、大間違いだ。植物でも、動物でも、物理でも化学で

も、時間のゆるす限り勉強して置かなければならん。日常の生活に直接役に立

たないような勉強こそ、将来、君たちの人格を完成させるのだ。・・・大事なの

は、カルチベート［ cultivate、耕す］されるということなんだ。カルチュア

［culture、文化］というのは、公式や単語をたくさん暗記していることでなくて、心

を広く持つという事なんだ。つまり、愛するという事を知る事だ。学生時代に不

勉強だった人は、社会に出てからも、必ずむごいエゴイストだ。学問なんて、覚

えると同時に忘れてしまってもいいものなんだ。けれども、全部忘れてしまって

も、その勉強の訓練の底に一つかみの砂金が残っているものだ。これだ。これ

が貴いのだ。勉強しなければいかん。そうして、その学問を、生活に無理に直

接に役立てようとあせってはいかん。ゆったりと、真にカルチベートされた人間に

なれ！  

 

「学び」とは、単に知識を増やすということではなく、自らが耕され、変わること

です。多くの人々によるそのような経験の積み重ねが「文化」であると言えるで

しょうし、逆に、そのような経験や実感がないならば、そこに真の学びも文化もな

い、ということにもなるでしょう。聖学院大学には、究極的には「愛する」というこ

とにまで触れる、真の学びのチャンスがあります。どうか、この貴重な学生生活

において、そのチャンスを全力で追い求め、一生モノの「砂金」をそれぞれつか

み取っていただきたいと願います。 

（人文学部チャプレン 柳田 洋夫） 

 

 

聖学院教会の礼拝・祈祷会のご案内 

★ チャペルでの全学礼拝時には以下について 

         ご協力をお願いいたします    ★ 
 

＊席は詰めすぎずに着席 

＊起立での讃美歌の歌唱、主の祈りの唱和 

＊携帯電話はマナーモードに設定して、しまってください。 

スマホでこちらの QR コードを読み取ってください➡ 
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奨  励 吉岡 光人 
（日本キリスト教団吉祥寺教会牧師、 

本学講師） 

司  会 菊地 順 

奏  楽 清水 貴子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 39番 1、2、3節 
聖 書 申命記 

30章 11～14節 
（旧約 P.329） 

祈 祷  
奨 励 「近くにいる神」 
祈 祷  
讃美歌 39番 4、5節 
主の祈り 
後 奏  

 

 
 
 

5月 27日（火） 

 
司会・奨励 柳田 洋夫 

（人文学部チャプレン） 

奏  楽 倉橋 基 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 301番 1、2節 

聖 書 創世記 

1章 26～27節 （旧約 P.2）   

祈 祷 

奨 励 「人間とは何か」 

祈 祷  

讃美歌 301番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 
 
 

5月 28日（水） 

 
奨  励 松田 慶光 

（キリスト教センター事務室マネージャー） 

司  会 菊地 順 

奏  楽 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312番 1、2節 

聖 書 マタイによる福音書 

6章 5～8節 （新約 P. 9） 

祈 祷 

奨 励 「祈るときには」 

祈 祷  

讃美歌 312番 3節 

主の祈り 

後 奏  

 
       

 

 
 
 

6月 3日（火） 

 
奨  励 安井 聖 

（日本ホーリネス教団西落合キリスト教会牧師、

本学講師） 

司  会 木村 太郎 

奏  楽 山田 志帆 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 285番 1、2節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

14章 6節  （新約 P.196） 

祈 祷 

奨 励 「広い道を歩こう」 

祈 祷  

讃美歌 285番 3、4節 

主の祈り 

後 奏      

6月 4日（水） 

 

奨  励 佐藤 千瀬 

（子ども教育学科准教授） 

司  会 木村 太郎 

奏  楽 村上 野花 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 285番 1、2節 

聖 書 ローマの信徒への手紙 

     12章 2節   （新約 P.291）   

祈 祷 

奨 励 「何がよいこと？」   

祈 祷  

讃美歌 285番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 
 

5月 29日（木） 

 
奨  励 小林 茂之 

（日本文化学科教授） 

司  会 柳田 洋夫 

奏  楽 ングワー路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 『讃美歌 21』346番 1節 

聖 書 使徒言行録 

2章 1～6節  （新約 P.214） 

祈 祷 

奨 励 「ことばの壁をこえて 

―ペンテコステと聖書翻訳―」 

祈 祷  

讃美歌 『讃美歌 21』346番 2節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

6月 5日（木） 

 
奨  励 村瀬天出夫 

（欧米文化学科准教授） 

司  会 柳田 洋夫 

奏  楽 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 234A番 1、2節 

聖 書 コリントの信徒への手紙一 

      13章 1～3、13節 

（新約 P.317） 

祈 祷 

奨 励 「アンパンマンと愛」 

祈 祷  

讃美歌 234A番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
  

 

6月 6日（金） 

 

「一人を愛し、一人を育む。」 

奨  励 竹井 潔 

（政治経済学科特任教授） 

司  会 柳田 洋夫 

奏  楽 山田 志帆 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 301番 1、2節 

聖 書 ルカによる福音書 

      10章 30～37節 

（新約 P.126） 

祈 祷 

奨 励 「あなたの隣人とは誰か」 

祈 祷  

讃美歌 301番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  
 
 
 
 

5月 30日（金） 

 


